
1.研究目的
　コンピューター社会が細かなユーザーニーズに
合わせてより複雑に進化を続けている現在、より快
適なネットワーク環境を実現するために『ユビキタ
スコンピューティング』と言う理論が注目を浴びて
いる。そこで私は近い将来に到来するであろうユビ
キタス社会を想定し、それによってどんな変化が起
こり、それをデザインでどのようにより良い物に出
来るかを調査研究、提案する。

2.調査と分析
　「ユビキタス(Ubiquitous)」とは「いたる所に偏在
する」と言う意味で、『ユビキタスコンピューティング
』は様々な電子製品がネットワークで結ばれ、いた
る所でインターネットにアクセス出来るような新し
いネットワーク形態である。
　今までキッチンは家事と言う様々な作業によって
ユーザーの自由な行動を阻害していたが、現在は
ネットワーク環境の普及により家を出ずに外部との
触合いを楽しんでいる。そしてニーズはより快適さ
を求め、自由な時間を奪う家事を軽減する技術や、
家事の中心であるキッチンから外部と繋がるよう
な環境を求めている。裏付けを執るための独自調
査では、「あなたの家で電子製品が最も多い場所は
どこですか？」と言う質問に対し、「キッチン」と答え
た人は28%で、「リビング」「その他個室」と言う回答
が大半だった。これはキッチンを人が管理する場所
と認識しているためで、これによって現状とニーズ
のギャップが発生している。現在のキッチンは個々
の電化製品が多くあるが、パソコン、オーディオなど
の電子製品の類が少なく、ユビキタスによってキッ
チンの電化製品も集中コントロール出来るかもし
れない事にユーザーが気付いていないのだろう。
　これがユビキタス社会の到来によって修正され
れば、キッチンの形態に大きな変化が起こると推測
出来る。

3.コンセプトの立案
　現在のキッチンはユーザーが一人で使用するこ
とが多く、生活の拠点なっている場合がある。この
ため一人で作業を進めなければならず、そこから情
報収集などの外部へのアプローチも難しい。それ

をユビキタスコンピューティングによってサポート
し、より簡単に楽しく使えるような環境を提案する。

4.デザイン展開
　数ある電化製品の統括コントロールが容易になり、
外部の情報取得が可能になるかを検討し、その答え
としてキッチンユニットにパーソナルコンピューター
を搭載する事を考案した。コンピューターと電化製品
を繋ぐ事によって制御する事が可能になり、インター
ネットによる情報収集なども出来るようになる。
　また今回は新しい時代の到来を世間に認識しても
らうためのフラッグシップの意味合いも兼ねるため、
今までには無かったキッチンを生活の中心に出来る
オープンなデザインを提案する。

5.完成図

6.結論
　完成したモデルを主婦に見てもらった結果、「も
う少し主婦を解ってほしい」との指摘を受けた。次
回はユビキタス社会からのアプローチと共に、ユー
ザーからの視点も考慮すればさらに良い提案が出
来るようになるだろうと思った。
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